
クックパッドにおけるJenkinsの活用





月間利用者数のべ5,000万人以上 
レシピ数186万品以上



Ruby 2.0 + Ruby on Rails 4.1 
Amazon Web Services



結論：ふつうにしている



クックパッドでは 
Jenkinsを使っていません

お詫び



おむきんす



ci-slave-docker

ci-slave-ruby (6 nodes)

ci-slave-android

ci-slave-ios

ci-master

rrrspec-master rrrspec-workerAWS

On-premises



マスタ・スレーブ構成

• サーバ構成管理はPuppet／Itamae 
• プラットフォーム・ミドルウェア 
• クラウドとオンプレミス環境 
• ラベルでノードを管理



ci-slave-ruby

• AWS上で6ノードが稼動 
• 夜間は2ノードに縮退運転 
• rbenvでRubyバージョン管理  

ラベルでライブラリを解決



rspec
describe SymbolStack do 
...   
  context 'when stack is empty' do 
    subject(:empty_stack) { SymbolStack.new } 
  
    describe '#size' do 
      it { expect(empty_stack.size).to eq 0 } 
    end



capybara-webkit
feature 'User login' do 
  scenario 'successful login' do 
    visit login_path 
  
    fill_in 'Login', with: 'user@example.com' 
    fill_in 'Password', with: 'password' 
    click_link 'Submit' 
  
    expect(current_path).to root_path 
  end



ci-slave-docker

• Docker Engine用CI環境 
• ビルド・テスト・レジストリ登録



ci-slave-{android,ios}

• オフィスのサーバルームに設置 
• Androidは実機でテスト 
• Xcodeのバージョン管理で苦慮



ci-slave-docker

ci-slave-ruby (6 nodes)

ci-slave-android

ci-slave-ios

ci-master

rrrspec-master rrrspec-workerAWS

On-premises



なぜ、CIをしているのか？



「毎日の料理を楽しみに」



構築する

計測する

学ぶ

製品データ

アイデア



意図しない変更を予防できる 
再現可能で自動化されている 
リソースや情報を集約できる 
＝CIで守るべき価値



意図しない変更を予防できる 
・ターンアラウンドを短かくする 
・すぐに失敗を伝える 
・不具合を放置させない



開発者は十分に傲慢なので、 
10分でイライラし、20分でキレる。



• マルチプロセス化（parallel_tests） 
• 分散化 
• 第１世代 remote_spec 
• 第２世代 remote_spec 
• rrrspec







1. スポットインスタンスを利用 
2. プロセス停止からの自動復帰 
3. 失敗したテストの自動再実行 
4. テスト実行順序の最適化 
5. 長時間かかるテストの投機的実行 
6. オープンソース





意図しない変更を予防できる 
・ターンアラウンドを短かくする 
・すぐに失敗を伝える 
・不具合を放置させない



RRRSpec-CI: Failed 3 examples of cookpad_rrrspec/7756 (rrrspec:taskset:bb89fd08-025567b85f7c): 

 rspec ./spec/controllers/my_controller_spec.rb:209 # (801db37) Alice Cooper, 9 months ago 

 rspec ./spec/controllers/my_controller_spec.rb:230 # (cca601c) Bob Marley, 2 months ago 

 rspec ./spec/controllers/my_controller_spec.rb:47 # (ca340fb) Charlie Parker, 9 months ago 

Jenkins: cookpad_rrrspec #7756 - FAILURE after 10 分 以上 (Open) 

Jenkins: Changed by @dave @eve

jenkins-hipchat-publisher

rrrspec





jenkins-hipchat-publisher

• HipChat Pluginとの違い 
• Jenkins.rb 
• 失敗時にメンションする機能 
• 成功ビルドを通知しない機能



意図しない変更を予防できる 
・ターンアラウンドを短かくする 
・すぐに失敗を伝える 
・不具合を放置させない



開発者文化と規律 
・コードの共同所有（ownership） 
・偽陽性、割れ窓理論 
・継続的デリバリー（後述）



“Collective Ownership encourages everyone to 
contribute new ideas to all segments of the 
project. Any developer can change any line of 
code to add functionality, fix bugs, improve 
designs or refactor. No one person becomes a 
bottle neck for changes. “

http://www.extremeprogramming.org/rules/collective.html



偽陽性を避ける 
・時間に依存するもの 
・組み合わせに依存するもの 
・性能に依存するもの



偽陽性があると…… 
・エラーを気にしなくなってしまう 
・本物のエラーを見逃してしまう 
→モラル低下、凶悪犯罪の多発





• 最後に成功したビルドを繰り返し
実行してみる 

• 翌月初にシステム時間を設定して
実行してみる 

• 失敗したテストを再実行してみる



意図しない変更を予防できる 
再現可能で自動化されている 
リソースや情報を集約できる 
＝CIで守るべき価値



「なぜCIを導入していないのですか？」 
「弊社のエンジニアは意識が高いため、ローカル
環境でテストを実行せずに、リポジトリにソース
コードをコミットしません（キリッ」



「継続的デリバリーはソフトウェア開発における
規律のひとつだ。……継続的デリバリーを実現す
るには、開発チームがソフトウェアを継続的に統
合し、実行ファイルをビルドし、 さらにそれを
自動的にテストして問題を検出すればいい。」

http://capsctrl.que.jp/kdmsnr/wiki/bliki/?ContinuousDelivery

http://capsctrl.que.jp/kdmsnr/wiki/bliki/?ContinuousDelivery


成果物リポジトリ

バージョンコントロール

ソースコード 設定

コミットステージ 受け入れステージ

受け入れテスト
環境設定、デプロイ、
スモークテスト

性能テスト
環境設定、デプロイ、
スモークテスト

本番環境
環境設定、デプロイ、
スモークテスト

コンパイル
コミットテスト
成果物作成
コード解析

環境設定
デプロイ
スモークテスト
受け入れテスト

設定

Jez Humble、 David Farley『継続的デリバリー』



「トヨタ生産方式で使われる『自動化』は、ニン
ベンの付く『自働化』です。……『自働』とは、
機械に善し悪しを判断させる装置をビルトインし
た機械であり、……『異常があれば機械が止まる』
ことで、不良品は生産されず、ひとりで何台もの
機械を運転できるので、生産性を飛躍的に向上さ
せることができました。」

http://www.toyota.co.jp/jpn/company/vision/production_system/jidoka.html



CIでの自動化 
・テストの自動化 
・アセットの生成と管理の自動化 
・デプロイの自動化 
・通知・記録の自動化



github

ci-master

rrrspec-master rrrspec-worker (7+ nodes)

growth-forecast

mamiya app (150+ nodes)

hipchat

app-staging





意図しない変更を予防できる 
再現可能で自動化されている 
リソースや情報を集約できる 
＝CIで守るべき価値



リソースや情報を集約できる 
・アセットの生成と管理 
・静的解析（カバレッジ・セキュリティ） 

・記録と可視化



ci-master

rrrspec-master

mamiya

app-staging

3. アセットのコンパイル（必要時）

github

1. rrrspecの実行

2. 変更の取得

4. アセット保存

5. アセット配信





CIの価値を守る行動 
・意図しない変更を予防する 
・再現可能なように自動化する 
・リソースや情報を集約する



ふつうにしている 
＝やるべきことをやる 
＝常にそうあるようにする


